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小さな好きから　大きな夢中へ　ミュージアムパーク

くだものと花
　私

わたし

たちの食
しょくたく

卓に潤
うるお

いを与
あた

えてくれる果物。春はイチゴ，夏はモモ

やスイカ，秋はナシやカキ，冬はミカンのように，多くの果物は，

その果実をつける季節が決まっています。普
ふ

段
だん

見ることは少ないで

すが，果物の「花」も季節に合わせて美しい姿
すがた

を見せてくれます。

筑
つく

波
ば

山
さん

の中
ちゅうふく

腹（標高170m〜270m付近）では，冬でも暖かくなる気

候を利用し，フクレミカンが栽
さいばい

培されています。小ぶりの黄色の果

実が収
しゅうかく

穫できるのは11月頃
ごろ

ですが，その約半年前の５月中
ちゅうじゅん

旬に白

い可
か

憐
れん

な花を咲
さ

かせ，あたり一面に甘
あま

くさわやかな花の香
かお

りを漂
ただよ

わ

せます。10月から開
かいさい

催する第73回企
 き かくてん

画展「くだもの展」では，この

ような果物の花もたくさん紹
しょうかい

介していきます。

 （資料課　豊島文夫）

　フクレミカンの花

フクレミカンの果実
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展示構成

　１　鳴動する火山

　２　世界の火山・日本の火山

　３　火山噴火と噴出物

　４　火山の恵みとともに

　５　歴史を変えた巨大噴火

　６　破壊から生態系の回復へ

　７　活火山とともに生きる

　平成の時代があと１年を切りましたが，新聞などの

アンケートによると，平成は大地震や火山噴
ふん か 

火，洪
こうずい

水

など自然災
さいがい

害がとても多かった時代という印象が強い

そうです。特に最近，活発な火山活動についての記事

を多く見かけます。2014年の紅
こうよう

葉シーズンに突
とつぜん

然噴火

した御
おんたけさん

嶽山の大災害は，衝
しょうげきてき

撃的な映
えいぞう

像とともに記
 き おく

憶に

新しいことと思います。その後も阿
あ そ

蘇山
さん

や霧
きりしまやま

島山，口
くちの

永
え ら ぶ

良部島
じま

などが噴火し，身近な観光地でもある箱
はこ

根
ね

山
やま

でも小
しょう

規
き ぼ

模な噴火が起こるなど，日本列島の火山が活

動期に入ったのではないかともいわれています。

　現
げんざい

在，日本の活火山は111を数え，世界の活火山の

約７％が日本にあります。このため火山は私
わたし

たちに

とって身近な存
そんざい

在です。火山は風
ふうこうめい び 

光明媚で変化に富
と

ん

だ景
けいしょうち

勝地を創り出し，観光地になっています。その

荒
あらあら

々しい山
やま

並
な

みは登山やハイキングの対象になり，山
さん

麓
ろく

に湧
わ

き出す温泉には多くの人々が訪
おとず

れます。また，

火山から離
はな

れた地域でも，長年にわたり降
ふ

り積もった

火
か

山
ざん

灰
ばい

が畑地の土
ど

壌
じょう

となって私たちに豊
ゆた

かな恵
めぐ

みをも

たらしています。その一方で，火山がひとたび噴火す

ると，私たちは地球が生きていることを体感します。

火山の噴火はときには大災害をもたらすこともあり，

大自然に畏
い ふ

怖と畏
 い けい 

敬の念
ねん

を抱
いだ

かせます。

　今回の企画展では，まず，日本の活火山をさまざま

な噴火現象とともに取りあげます。噴火で生じる灼
しゃくねつ

熱

の溶
ようがん

岩流
りゅう

や飛来する火
 か ざんだん

山弾・噴
ふんせき

石，降り積もる火山

灰，斜
しゃめん

面を流れ下る火
 か さい

砕流
りゅう

などのさまざまな噴
ふん

出
しゅつ

物
ぶつ

や，新たな火山の誕
たんじょう

生の記録などをもとに，さまざま

な火山を科学的な側面から紹
しょうかい

介していきます。また，

私たちがまだ経験したことのない超
ちょう

巨
きょだい

大噴火や，火山

が私たちにもたらしているさまざまな恵み，火山噴火

と生物相とのかかわり，そして火山との共生などにつ

いても紹介します。

　この企画展をとおして，火山列島・日本に生きる私

たちが火山活動という自然現
げんしょう

象を理
 り かい

解するとともに，

その恵みを享
きょうじゅ

受しながら火山と共生していく道につい

て一
いっしょ

緒に考えていきます。 （教育課　小池　渉）

第72回
企画展

� 火山列島・日本 ー大地との語らいー

Volcanic Activities on the Islands of Japan

会　　期　2018年７月７日（土）から
 ９月17日（月・祝）まで
　　　　　※７月７日（土）は午後１時からの公開となります。
開館時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）
休 館 日　毎週月曜日
　　　　　�（※7月16日（月），8月13日（月），9月17日（月）は開館し，7月17日（火）

は休館となります。）

●自然講座　火山活動を探る
日　時：７月29日（日）13：30〜15：00　
講　師：藤井敏嗣�氏（山梨県富士山科学研究所）
　　　　佐野貴司�氏（国立科学博物館）��
場　所：博物館映像ホール
対　象：小学４年生以上（小学生は保護者同伴）
定　員：280名（事前申込み・先着順）

●自然講座　火山噴火実験をしよう
日　時：８月11日（土）13：30〜15：00　　
講　師：山﨑誠子�氏・田中明子�氏
　　　　（産業技術総合研究所地質調査総合センター）
場　所：博物館セミナーハウス
対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　員：50名（事前申込み・先着順）

●自然観察会　活火山・那須岳に行こう！
日　時：９月９日（日）10：00〜15：00　　
場　所：那須・茶臼岳（現地集合）
対　象：小学４年生以上（小学生は保護者同伴）
定　員：30名（事前申込み・抽選）
備　考：ロープウェイ費は個人負担となります。

温泉を楽しむニホンザル（地獄谷温泉（長野県））霧島山（新燃岳）の2011年噴火　

（提供：霧島ジオパーク推進連絡協議会，撮影：永友武治）

パン皮状火山弾（浅間山（群馬県・長野県））

（所蔵：国立科学博物館）
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　当館では自然の魅
み

力
りょく

や調
ちょう

査
さ

研究の成果をお伝えする

ため，年に３回さまざまなテーマで企
 き かくてん

画展を開
かいさい

催して

います。企画展を楽しみにご来館くださる方も多いの

ではないでしょうか。ここでは，企画展ができるまで

の「裏
うらがわ

側」を，４回シリーズで掲
けいさい

載します。

　１回目の今回は，企画展のテーマ選びから取材まで

をご紹
しょう

介
かい

します。企画展のテーマは，約３年前に決定

します。「面白そう！行ってみたい！」と思うテーマ

になるように，来館するみなさんからのアンケート，

職員の専門分野，博物館として伝えたいこと，タイム

リーなことなどを考
こうりょ

慮して，どんなテーマが一番よい

か，職
しょくいん　

員みんなで一
いっしょ

緒に頭を悩
なや

ませます。企画展を行

う順番にも工夫が必要です。当館には動物・植物・地

学の３つの研究室があるので，その３つの分野をバラ

ンス良く配置するとともに，テーマの季
 き せつせい

節性を考えて

順番を決めます。なお，当館ではチーム制
せい

で企画展を

制
せいさく

作しており，学
がくげい

芸系
けい

職員（学芸員と小・中・高等学

校から異
 い どう

動してきた学芸主事）や事務系職員など計７

名ほどでチームを組み，チーフを中心に，分
ぶんたん

担して企

画展を制作します。内
ないよう

容に広がりがある展
てん じ 

示になるよ

うに，メンバーはなるべく複
ふくすう

数の研究室から選んでい

ます。次回企画展「火山列島・日本」では，噴
ふん か 

火が動

植物に与える影響も展示するため，地学研究室だけで

はなく動物研究室や植物研究室の学芸系職員もメン

バーに入っています。

　メンバーが決まると，展示の構
こうせい

成を考えます。それ

と並
へいこう

行して，展示のために必要な調査と取材を行いま

す。文
ぶんけん

献を調査することはもちろんですが，大事なの

は展示する資
　 し りょう

料や写真を集めることです。当館に所
しょぞう

蔵

している資料だけでは企画展が成り立たないことがほ

とんどなので，全国各地に取材に行って情報を得ると

ともに，ほかの博物館などから資料を借りたり，資料

を新しく採
　さいしゅう

集，購
　こうにゅう

入したり作
さくせい

製したりすることが必要

です。例えば，2016年に行われた企画展「洞くつ探検」

では，日本洞
どうくつ

窟学会の方々の協力を得て，公開されて

いない場所を含む多数の洞くつを調査し，全身泥
どろ

まみ

れになりながら生きものや岩石を採集しました。とき

には，海外から資料を借用したり海外調査に行ったり

することもあります。

　企画展づくりには苦労もありますが，企画展を開催

する度に，博物館の資料が充実します。そして，関連

機関や人との輪がどんどん広がっていくとともに，学

芸系職員もレベルアップしていきます。

 （企画課　鵜沢美穂子）

企画展のテーマ決定と取材 企画展ができるまで　１

　2011年の東
とうほく ち ほう

北地方太
たいへいようおき

平洋沖地
 じ しん

震は

東北地方に未
み ぞ う

曾有の被
 ひ がい

害をもたらし

ました。火山の噴
ふん か 

火は地震とともに

怖
こわ

いものです。最近の噴火として

は，雲
うんぜん ふ げんだけ

仙普賢岳，御
おんたけさん

嶽山，草
くさ つ 

津白
しら ね 

根

山
さん

，霧
きりしまやま

島山（新
しんもえだけ

燃岳や硫
 い おうやま

黄山など）

があります。大きな人的被
 ひ がい

害をもた

らした雲仙普賢岳や御嶽山が大き

な噴火と思われがちですが，実は，

2011年の新燃岳の噴火の方が規
き ぼ

模と

しては大きいものでした。

　歴史から見ると富
ふ じ

士山
さん

の1707年の

宝
ほうえい

永噴火では関東地
 ち いき

域に大きな被害

がありました。さらに古い縄
じょうもん

文時代

には，九州南部において鬼
 き かい

界カルデ

ラが噴火し，九州だけでなく関東に

も大量の火
 か ざんばい

山灰が積もりました。

　それ以前にも阿
あ そ

蘇カルデラや姶
あい ら 

良

カルデラ（鹿
か ご

児島
しまわん

湾奥
おく ぶ 

部）の巨
きょだい

大噴

火によって，日本中に火山灰が降
ふ

り

積もっています。次回の企
 き かくてん

画展「火

山列島・日本」で，少しでも火山の

知
 ち しき

識と噴火への備
そな

えを知ってもらえ

ればと思います。 イラスト：芳尾歩美（ミュージアムコンパニオン）

火山� 館長コラム　by director YOKOYAMA

企画展「洞くつ探検」の調査のようす（右側が筆者）企画展「くだもの展」の打ち合わせのようす
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　当館では，開館以来，学
がくじゅつちょうさ

術調査研究活動を研究のね

らいや手法により，創
そうぞうてき

造的調査研究，共同研究，分野

別調査研究，総
そうごう

合調査研究の４つに分けて実施してき

ました。しかし，調査研究をより効
こうりつてき

率的で実
じっこうせい

効性の高

いものにするため，昨年度，全体の体
たいせい

制の見直しを行

いました。

　職
しょくいん

員各自の専
せんもんせい

門性に関連したテーマに基
もと

づいて個
こ

別
べつ

に行う創造的調査研究はこれまでと同様に実
じっ し 

施してい

く予定ですが，ほかの調査研究活動は名
　めいしょう

称や内
ないよう

容が変

わりました。グループで実施してきた共同研究と分野

別調査研究は廃
はい し 

止され，新たに重点研究がスタートし

ました。重点研究では，茨城県の自然や当館の博物館

活動に関する重要な課題や今日的な課題をテーマとし

ます。また，総合調査研究は総合調査と名称を改め，

茨城県の生
せいぶつそう

物相やその変
へんせん

遷，地
 ち しつ

質などの地学的特性を

把
は

握
あく

するために，茨城県の自然史資
し

料
りょう

を蓄
ちくせき

積していき

ます。

　第Ⅲ期総合調査は調査内容も第Ⅰ期，Ⅱ期とは大き

く変わりました。これまで，茨城県内を４つの地
 ち いき

域に

分けて，各
おのおの

々の地域を原
げんそくてき

則的に３年かけて調査し，12

年間で完了するという形式をとっていましたが，今年

度から３年を一区切りとして６年間で県内全域を調査

することになりました。また，調査地は県内全域を対

象とし，未調査の場所や収集が不十分な分野の資料を

中心に調査を実施していく予定です。植物と動物にお

いては，茨城県のレッドリストの作成や改
かいてい

訂なども考
こう

慮
りょ

に入れながら，調査を進めることにしています。ま

た，今年度から，新たに茨城地学調査会，茨城植物調

査会，茨城動物調査会に委
 い たく

託し，そこに当館の職員が

加わって調査をスタートすることになりました。各分

野で開
かいさい

催する連
れんらく

絡会議などを通して，情
じょう

報
ほうこうかん

交換を行い

ながら調査を進めていきます。今後，たくさんの資料

やデータが蓄積されることが期待されますが，これら

の資料情報は当館の収
しゅうぞう　

蔵資料データベースに反
はんえい

映され

るだけでなく，世界的なデータベースを構
こうちく

築してい

るGBIF（地球規
き ぼ

模生物多様性情報機構）にも提供して

いきます。これらの情報は，当館のホームページのほ

か，国立科学博物館が運用するサイエンスミュージア

ムネットでも公開され，だれでも資料情報を検
けんさく

索して

活用することができます。また，総合調査では，将

来，茨城県の自然に関する目録を作成することを大き

な目的としていますが，これら資料情報は，今後の茨

城県の自然史研究の基
き そ

礎資料として有効活用されるこ

ととなるでしょう。 （資料課　池澤広美）

第Ⅲ期総合調査がスタートしました！ 研究報告　１

　2017年の夏，兵庫県で小学生の男

の子が毒ヘビに咬
か

まれて病院に運ば

れた，というニュースを覚えている

でしょうか？実はこのヘビ，“ヤマ

カガシ”といって，一部地
 ち いき

域を除
のぞ

き

全国的に見られる種類です。しかも

その毒はマムシ，ハブを抑
おさ

えて日本

最強といわれています。しかし，こ

のヘビを毒ヘビだと認
にんしき

識している人

はほとんどいません。その理由はこ

のヘビの牙
きば

に隠
かく

されている「ひみつ」

にあります。

　ヤマカガシは後
こう が るい

牙類といい，毒を

注入するための牙が口の奥
おく

にありま

す。獲
 え もの

物にしっかりと咬みつき，奥

の牙で傷をつけたら，その傷に上あ

ごの奥にあるデュベルノイ腺
せん

という

毒腺をこすりつけ，毒を流し込
こ

みま

す。そのため，そうとう深く咬まれ

なければ問題ないのです。

　元来，ヤマカガシはおとなしいヘ

ビで，自分から襲
おそ

ってくることはほ

とんどありません。恐
おそ

ろしい毒を

もっているからと敬
けいえん

遠せず，まず彼

らのことを知ることからはじめてみ

ませんか？

 （ミュージアムコンパニオン　滝本麻衣子）

カエルを食べるヤマカガシ（撮影：今井初太郎）

ヤマカガシのひみつ� 小さな発見−ミュージアムコンパニオン−

平成29年度まで 平成30年度から

当館の総合調査の新たな体制図当館の学術調査研究の体制の変更図
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　ツクバキンランは，筑
つく ば さん

波山周辺で発見されたことに

因
ちな

んで名づけられた，茨城県にゆかりのある植物で

す。昨年４月に，この植物が当館の野外にも生育して

いることを発見しました。ある日，森の中でキンラン

の花が咲
さ

いていたので立ち止まると，そばを通りか

かった小さな姉弟に「何を見てるの？」とたずねられ

ました。「これはキンランという珍
めずら

しい植物だよ。」と

教えながら一
いっしょ

緒にそっと花びらを開いてみると，その

特
とくちょう

徴からキンランではなく，ツクバキンランであるこ

とがわかったのです。

　ツクバキンランとキンランの１番の違いは花びらで

す。キンランをはじめ多くのランは６枚の花びらのう

ち，１枚が特別な形をしています。これは唇
しんべん

弁とよば

れ，オレンジ色の筋
すじ も よう

模様が入っていて，多くの昆
こんちゅう

虫を

誘
さそ

うのに役立っています。一方，ツクバキンランは６

枚の花びらがすべて同じ形をしています。キンランの

唇弁に相当する花びらにはまったく模様がありませ

ん。これは花の進化の先
せん ぞ 

祖返りともいわれています。

　ツクバキンランとキンランはよく見ると，ほかにも

違いがあります。花の色はツクバキンランがレモン色

なのに対して，キンランはオレンジ色がかった黄色を

しています。また，ツクバキンランは花があまり開か

ないのに対して，キンランは花がしっかりと開きま

す。さらに，ツクバキンランの柱頭は上を向いていま

すが，キンランの柱頭は横を向いています。

　ツクバキンランは，これまで茨城県の筑波山周辺を

中心に分
ぶん ぷ 

布していることが知られていました。しか

し，県の南部での報告ははじめてです。果たして，県

外にも広がっているのでしょうか。当館では，ボラン

ティアのみなさんと，その広がりを調べていきたいと

思います。 (資料課　伊藤彩乃)

※ とても貴
き

重
ちょう

な植物なので，見つけてもむやみに採
さい

集
しゅう

しないでくだ

さいね。

博物館でツクバキンランを発見しました！ 研究報告　２

　今回はユニークな姿
すがた

の魚，ホウボ

ウをご紹介します。その一番の特
とくちょう

徴

は何といっても翼
つばさ

のような大きな胸
むな

びれです。広げると青と緑に彩
いろど

られ

て美しく，大変目を引きます。ホウ

ボウは敵
てき

に襲
おそ

われそうになるとこの

胸びれを勢
いきお

いよく開いて相手を驚
おどろ

か

せ，その隙
すき

に逃
に

げます。当館の“海

の水
すいそう

槽”内には，ホウボウを襲うよ

うな魚はいないためこのような使い

方はしません。しかし，泳いでいる

ときには胸びれを大きく広げた姿
すがた

を

見ることができます。

　また，もう１つの特徴として胸び

れの下に指のようなものが片
かた

側に３

本ずつあります。これは胸びれの軟
なん

条
じょう

とよばれるものが変化したもの

で，その先には味
 み らい

蕾とよばれる味や

においを感じるセンサーがありま

す。これで海底の砂
すな

の中にあるえさ

を探すのです。その仕草はまるで海

底を歩いているようで，なんだか可
か

愛
わい

らしく感じます。ご来館の際
さい

は，

ユニークなホウボウの姿
すがた

を観察して

みてはいかがでしょうか。

 （水系担当　佐藤まなみ）

胸びれを大きく広げたホウボウ

ホウボウ� おさかな通信

キンランの花（花びらの１枚がオレンジ色の筋模様のある唇弁となる）

ツクバキンランの花（６枚の花びらがすべて同じ形になる）

博物館のツクバキンラン
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いばレックス

コティラン

　2018年４月に，第２展
てん じ 

示室のデイノニクスの展示を

更
こうしん

新しました。デイノニクスは白
はく

亜
あ き

紀前期の肉食恐
きょう

竜
りゅう

で，映画『ジュラシックパーク』シリーズの「ラプト

ル」のモデルになった恐竜です。これまでの展示では

全身骨
こっかく

格のみでしたが，２体の異
こと

なる姿
すがた

の生体復
ふくげん

元模
も

型
けい

を新たに追加しました。手前側のデイノニクスの模

型は体表がウロコで覆
おお

われていますが，奥
おく

側の模型は

ほぼ全身が羽毛で覆われています。一体どちらの復元

が正しいのでしょうか。

　実は現
げんざい

在のところデイノニクスの化石で体表のよう

すが分かるものは見つかっていないので，どちらの復

元が正しいのかはまだはっきりとは分かりません。し

かし最近では，デイノニクスと近い仲間（ドロマエオ

サウルス類）であるミクロラプトルなどの化石で羽毛

の痕
こんせき

跡が見つかっています。そのため，デイノニクス

にも羽毛が生えていた可
 か のうせい

能性が高いと考えられるよう

になりました。

　このようなデイノニクスの復元に関する考え方の変

化をご覧
らん

いただくため，“トカゲっぽい”復元の模型

と“鳥っぽい”復元の２つの模型を新たに追加しまし

た。この展示を通して，恐竜の復元の面白さを感じて

いただけると幸いです。 （資料課　加藤太一）

恐竜デイノニクスの新しい展示 収蔵品紹介

チョウとガのちがいって？ なるほど博物館
いばレックスとコティランが自然に関する情報を

わかりやすくお伝えします。

梅雨があけると，いよいよ夏だね。

昆
こんちゅう

虫の姿も多くなるね。

そういえば…，蝶（チョウ）と蛾（ガ）は，

どうやって見分けるの？

コティランは，どう思ってるの？

白や黄色できれいなのがチョウで，茶色っぽい地

味なのが“ガ”かなぁ？

ほかには？

それと…，昼に飛ぶのがチョウで，夜に飛ぶのが

ガだと思う！

じゃあ，下の写真はどっちがチョウだと思う？

んー。右のほうがチョウだと思う！

ブー。右はニシキオオツバメガといって，アフリ

カのマダガスカル島に生息するガの仲間だよ。左

は，イチモンジセセリというチョウなんだ。

えー！あんなにきれいなのにガなの!?

ガの中にもきれいな種もたくさんいるんだよ。実

は，チョウとガは鱗
りん し もく

翅目（チョウ目）というひと

つのグループで，はっきりとした違
ちが

いで区別する

ことは難しいんだ。チョウは，ほとんどの種が昼

に活動するけど，ホタルガというガのように，昼

に活動するガもいるよ。ほかにも，翅（はね）を

閉じてとまるのがチョウ，翅を広げるのがガと言

われることもあるけど，それだけ区別することも

できないんだ。国によっては，チョウとガを区別

する言葉のない国もあるよ。

じゃあ，チョウとガは同じ仲間ってこと？

そういうことだね！

（資料課　中川裕喜）

ミクロラプトルの化石（レプリカ）� 矢印の部分が羽毛の痕跡模型２体が追加されたデイノニクスの展示

　　　

イチモンジセセリ ニシキオオツバメガ

よくいわれるチョウとガのちがい

チョウ ガ

活動する時間 ほとんどの種が昼に活動する
夜に活動する種が多いが，昼
に活動する種もいる

触
しょっ

　　覚
かく

触覚の先はこんぼう状
触覚の先はとがり，くし形，
羽毛状

とまり方
翅を閉じるものが多いが，広
げる種もいる

翅を広げる種，閉じたり折り
たたんだりする種もいる

日本における
種　　数

約200種 約6500種

日本ではセセリチョウ，アゲハチョウ，

シジミチョウ，タテハチョウのなかまを

チョウ，それ以外をガとよんでいるよ！

イラスト：ツク之助
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○幼
ようしょう

小ジュニアプログラムの紹
しょうかい

介

　当館で提供しているさまざまな学習プログラムのな

かで，今までは幼
よう ち えん

稚園・保
 ほ いくしょ

育所向けであったプログラ

ムを，今年度より「幼小ジュニアプログラム」と名
めい

称
しょう

を変
へんこう

更して，小学校低学年まで実
じっ し 

施できるプログラ

ムに改
かいてい

訂しました。プログラムは以下の５種類です。

　・「森であそぼう」

　・「ダンゴムシふしぎはっけん」

　・「落ち葉のお面づくり」

　・「タネであそぼう」

　・「はくぶつかんをたんけんしよう」（新）

　「はくぶつかんをたんけんしよう」は昨年度から新
しん

規
き

作成・実施しているプログラムです。館内を順路ど

おり見学しながら，クイズを行うプログラムとなって

います。幼児や児童の学習で必要な「遊び」の要
よう そ 

素を

含
ふく

ませました。提
てい じ 

示資
し

料
りょう

をリングで括
くく

ることにより，

バラバラにならずにめくるだけでプログラムが実践で

きるようになっているのが特
とく

徴
ちょう

です。

　特に雨天時の館内見学などで活用することができま

すので，団体の見学時にぜひご利用ください。詳しい

内容・実施方法などについては当館ホームページをご

覧ください。 （教育課　相田裕介）

○�年間入館者数50万人達成！

　当館では，開館以来，毎年多くのお客様にご来館い

ただいており，全国の県立自
し

然
ぜん

史
し

系
けい

博物館の中でトッ

プクラスの入館者数を誇
ほこ

っております。

　2018年３月30日（金），2017年度の総
そう

入館者が，50

万人に到
とうたつ

達しました。年間の入館者数が50万人を達成

したのは，1996年度以来21年ぶりです。

　50万人目のお客様となったのは，坂東市からお越し

の倉
くら

持
もち

颯
ふう

舞
ま

さん（６歳）です。おばあさんたちとのご

来館でした。倉持さんからは，「坂東市から来ました。

自然博物館に来るのは２回目です。」とコメントをい

ただきました。

　50万人達成記念式典では，多くのお客様が見守る

中，到
とうたつ

達見
み

込
こ

みを聞き駆
か

けつけて下さった茨城県自然

博物館友の会の助川会長，茨城県自然博物館ボラン

ティアの今村代表とともに，くす玉割
わ

りで祝福しまし

た。そして倉持さんには，横山館長から50万人目の記

念入館者証
しょう

，友の会助川会長からオリジナルグッズな

どの記念品が贈
ぞうてい

呈されました。今後もより多くのお客

様に楽しんでいただける博物館を目指して，職員一同

努力してまいります。 （企画課　松浦卓也）

○�入館料の改定について

　県立の公共施
 し せつ

設の利用料金について，全県で免
めんじょ

除及
およ

び割
わりびき

引対象の見直しが行われたことに伴
ともな

い，今年度か

ら当館の入館料も以下のとおり変
へんこう

更となりました。

【難
なんびょうかんじゃ

病患者の無料化】

　難病患者の社会参加の機会を拡
かくだい

大するため，指定難

病の特定医
い

療
りょう

費受給者証をお持ちの方は入館料が免除

となります。

【県外学校団
だんたい

体の有料化】

　県外の学校団体のうち，特別支
 し えん

援学校を除いた，小

学校・中学校・高等学校等の児童及び生徒は有料とな

ります。（団体料金が適用されます）

　引
いんそつしゃ

率者はこれまで通り申
しんせい

請により免除となります。

【70歳以上の方（高
こうれいしゃ

齢者）の有料化】

　2018年６月12日（火）から有料となります。（一
いっぱん

般

料金の半
はんがくてい ど 

額程度となります）

　みなさまには大変ご迷
めいわく

惑をお掛
か

けしますが，ご理解

のほど，よろしくお願いいたします。

 （管理課　青柳裕太）

区　分
本館・野外施設

野外施設のみ
企画展開催時 通常時

一　般 740円（600円） 530円（430円） 210円（100円）

満70歳以上 370円（300円） 260円（210円） 100円（50円）

高校・大学生 450円（310円） 330円（210円） 100円（50円）

小・中学生 140円（70円） 100円（50円） 50円（30円）

※（　）内の数字は，20名以上の団体料金です。

※ 県外の学校団体は，児童生徒数にかかわらず団体料金が適用

されます。

トピックス

くす玉の下で記念撮影（倉持さん（右から２番目），横山館長（右端））

当館職員によるプログラムの試行のようす
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６

６

16

下総利根
大橋（有料）

新利根大橋

至大宮

至三郷I.C.

柏I.C.

至秋葉原

谷和原I.C.

野田市

坂東市坂東市
常総市

つくば
みらい市

守谷市

谷田部I.C.

みらい平

至土浦

至牛久

至水戸
至下妻

至常総
国王神社

一言主神社

菅生沼

あすなろの里

至結城

至幸手

至筑西

ス
レ
プ
ス
ク
エ
ば
く
つ

線
総
常
道
鉄
東
関

川
怒
鬼

川
貝
小

至つくば

みどりの

みつかいどう

こきぬ

もりや

とりでかしわ

川根
利

あたご

芽吹大橋

路
道
い
あ
れ
ふ
総
常

流山おおたかの森

桜土浦
I.C.

つくば中央
I.C. 土浦北I.C.

境古河I.C. 坂東I.C.

常総I.C.

つくばJ.C.T

至成田

根戸交差点

菅生南
交差点

法師戸
交差点

辺田
交差点

柳沢

玉台橋東

小絹東

新井木交差点諏訪町交差点

水海道
有料道路

矢作
交差点

神田山交差点

榎戸
交差点

岩井
交番前

圏央道

至
土
浦

JR
常
磐
線

常磐
自動
車道

常磐
自動
車道

ミュージアムパーク茨城県自然博物館は，誰もが親しめ，誰もが楽しめるア・ミュージアム（アミューズメント＋ミュージアム）をめざしています。

企画・編集：ミュージアムパーク茨城県自然博物館企画課／発行2018年６月15日
〒306-0622 茨城県坂東市大崎700番地 TEL0297-38-2000 FAX0297-38-1999
URL https://www.nat.museum.ibk.ed.jp/
E-mail webmaster@nat.museum.ibk.ed.jp

ミュージアムパーク茨城県自然博物館友の会

入会すると入館料が無料に！（年会費）

家族会員　　 4,000円　 個人会員　　3,000円

子ども会員　 1,000円　 賛助会員　 10,000円

※特典　イベントへの参加，ショップ・レストランでの割引

　菅
すが お ぬま

生沼の東西を結ぶ菅生沼ふれあい橋・あすなろ橋

は，菅生沼の自然観察及びあすなろの里と博物館の

相
そう ご  り よう

互利用を目的として開館当初に設
せっ ち 

置されました。そ

の後，台風や豪
ごう う 

雨の度に毎年のように冠
かんすい

水するなど，

20数年の間風雨に晒
さら

されてきました。近年は特に木
もくせい

製

部
ぶ

の不良箇
 か しょ

所が目立ちはじめたため，2017年度から，

架
か

け替
か

え工事を実
じっ し 

施しました。工事のため橋の一部を

通行止めとしておりましたが，2018年３月24日（土）

に工事が完成し，晴れて開通することができました。

同日には，坂
ばんどう

東市副市長をはじめ，常
じょうそう

総市教育委員会

教育長，水海道あすなろの里常
じょう

務
む

理事，茨城県教育委

員会教育長などたくさんのお客様にお越
こ

しいただき，

菅生沼ふれあい橋・あすなろ橋開通式を実施しまし

た。

　開通後は木製部が全面的に新しくなったため，菅生

沼の自然観察や橋を通行するお客様に対してより安

全・快
かいてき

適に利用できる環境を提供することができるよ

うになりました。ぜひ来館される際は，橋にも足を運

んで菅生沼の自然をご堪
たんのう

能いただければと思います。

　当館では菅生沼の環
かんきょうほぜん

境保全活動に力を入れており，

「菅生沼エコアップ大作戦」などを毎年実施しており

ます。菅生沼ふれあい橋・あすなろ橋は，このような

活動のためにも不
ふ か

可欠
けつ

な遊歩道橋ですので，今回の改
かい

修
しゅう

は大変有
ゆう

意
い ぎ

義なものです。

　当館では今後も，さらなる橋の利活用を進めていき

たいと考えております。 （企画課　松浦卓也）

菅生沼ふれあい橋・あすなろ橋開通

編集後記

　４月から当館に配属され編集を担当しています。社
会人として初めて携わったのが長年続くA・MUSEUM
の発行であり，嬉しく思うと同時に責任も感じていま
す。
　多くの人の思いが詰まった博物館の今をお伝えして
いけたらと思います。 （S.F）

［開館時間］
9：30から17：00まで

（入館は16：30まで）
※ ペット，遊具，テーブル，椅子及びテント等のお持ち

込みはご遠慮ください。

次の日は入館料が無料です。

●５月４日（みどりの日） ●６月５日（環境の日）
●11月13日（茨城県民の日） ●３月21日（春分の日）
●高校生以下の児童・生徒は毎週土曜日
　（ただし，春・夏・冬休み期間中を除きます。）
●高齢者（70歳以上）

１月，４月，７月の第３土曜日
９月15日〜９月21日（老人週間）

　（ただし，休館日を除きます。）

［休館日］
●毎週月曜日
※ ７月16日（月），９月17日（月），９月24日（月）は開

館し，翌日が休館となります。
※ ６月18日（月）〜６月23日（土）は館内整理のため休

館となります。
※ ８月13日（月）は開館します。

［交通案内］ 〈車ご利用の場合〉
●常磐自動車道谷和原ICから20分

圏央道坂東ICから25分

〈鉄道・バスご利用の場合〉
●東武アーバンパークライン（野田線）愛宕駅下車

〜茨城急行バス「岩井車庫行き」乗車
〜「自然博物館入口」下車，徒歩10分

●つくばエクスプレス，関東鉄道常総線守谷駅
下車〜関東鉄道バス「岩井バスターミナル行き」 
乗車〜「自然博物館入口」下車，徒歩５分

※事前に発車時刻等をご確認ください。

開通式におけるテープカット 架け替え工事後の菅生沼ふれあい橋・あすなろ橋


